
発言順位７    ９番 小 栗 宏 之 議員 （一問一答）

 １ 磐田市の道路基盤について 

(1) 道路の維持管理について 

市内道路のアスファルト舗装の経年劣化によるヒビや陥没、中央

線・路側帯や横断歩道・停止線等の摩耗による不鮮明化、道路側溝蓋

の経年劣化によるがたつきや破損・段差、路肩の草木の繁茂など、車

両・自転車・歩行者の安全通行が確保できにくい状況が生じている。 

①  市民、自治会等からの連絡や要望がある場合には順次対応されて

いると思うが、市による積極的な道路維持の巡回点検・状況確認は

行われているのか伺う。 

② 市内道路の不具合箇所について、全体として現在どのくらいの箇

所が把握出来ているのか伺う。また、令和３年度に要望等を受け、

令和４年度に整備済み、または予定しているのは何箇所か伺う。 

③  市内の国道・県道、またそれらと市道が交差している地点での不

具合箇所の維持管理・整備は、どのように国や県との連携を取り実

施されているのか伺う。 

④ 現状で市内の道路維持管理についての予算等は十分であると考え 

        ているのか。また、維持管理の対応に当たる職員数は充足しているの 

        か伺う。    

(2)  自転車走行空間について 

公共交通機関の路線廃止・減便等の影響や新型コロナウイルス感染

症対策・健康維持管理のため、通学・通勤・買い物等に自転車を使用

する市民が増えてきている。しかし、市内の道路には自転車走行の安

全を確保する専用走行帯の設置や路面標示が整備されている道路は少

なく、自転車利用者の安全確保や自動車運転者の自転車走行の安全に

対する認識も十分とは言えないと考える。 

①  安全な自転車走行空間の整備・確保の推進について市の見解を伺

う。 

②  新たな整備が計画・実施されている道路（市道）について、自転

車走行空間を整備・確保する予定・計画があるのか伺う。 



③  道路標識により標示され、歩道内で歩行者と自転車が共に通行可

となっている区間が多く存在する。歩行者と自転車が交錯する危険

性の高い箇所等は把握されているのか。また、実際に発生した事故

等の情報については把握できているのか伺う。 

④  自転車は「車両」であり、基本的には車道を走行することが大原

則とされているが、走行中に自動車による「あおり・幅寄せ」等を

受け危険な状況が発生していると聞く。自転車の安全走行確保のた

め、道路面上に自転車走行空間の標示等が整備される必要性がある

と考える。既存の市道に「自転車ピクトグラム」・「矢羽根型路面標

示」等の路面標示の整備を進めることについて市の見解を伺う。 


